
発行責任者：竹野内 猛
〒236-0052 横浜市金沢区富岡西3-38-1-101
TEL：090-5938-2850　FAX：045-345-4345
E-mail：info@takenouchi-takeshi.com

昭和49年生まれ。大分県出身。51歳。金沢区富岡東在住。妻と2女の4人家族。平成9年、創価大学法学部卒業。
平成15年、米国・ワイオミング大学大学院 公共政策学 修士課程修了。大手物流会社を経て、平成27年4月、横浜
市会議員に初当選、現在3期目。
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◀6月25日、実際の避難所環境を視察。
　ペットも飼い主も安心な、素晴らしい避難場所です。（7月19日）

▲開設記念式典を開催（7月19日）

もっと暮らしやすい金沢区へ！

　休館・改修工事を経て、6月30日にリ
ニューアルオープン。親子でくつろげる
場所が広がり、学生の皆さまの意見も取
り入れて閲覧・自習スペースも増設。明
るく広々と、さらに居心地の良い図書館
に生まれ変わりました。

金沢図書館がリニューアル！

　7月20日、ビアレヨコハマに室内型の大型プレイパーク「ニコ
ニコランド」がグランドオープン。雨や猛暑、寒さなどを気にせず
に親子が楽しく快適に遊べます！
　たけのうち猛・YouTubeサイトでも施設・設備の詳細などを
紹介しています。

室内型の大型プレイパークがオープン！

ペットも飼い主も安心な
避難場所を実現！

　昨年開校直前の横浜動物専門学校を視察した際に「学校として積
極的な地域貢献をしたい」との申し出を頂き、公明党市議団から横浜
市との連携を橋渡し。本年４月に横浜市と同校による連携協定が締結
され、災害時にペットと同室避難できる場所を校内に設置する他、災
害時のペット支援や動物愛護に関する啓発で相互協力を行うことに
なりました。

　ビアレヨコハマに開設したニ
コニコランドを訪問。大倉・尾澤
両社長に設立の思い・展望を伺
いました。

たけ《サブ》チャンネル第５弾は
「キッズパークで遊んでみた」

市政報告「たけチャンネル」
YouTube配信中！



たけのうち猛
LINE

お友達登録はこちら▶

たけのうち猛
LINE

たけのうち猛
オフィシャルサイト
takenouchi-takeshi.com

https://www.facebook.com/takenouchit/
https://twitter.com/takenouchi_t

市民の皆さまと共に短信

▲海の公園・海開き式
　（7月11日）

▲富岡八幡宮の例大祭・
　祇園舟（7月12日）

▲えひめ地域活力創造センターを
　訪問（7月6日）

▲NPO法人グリーンバレー・作田事務局長
　から神山町での挑戦を聴取（7月7日）

▲高舟台自治会
　夏祭り（7月11日）

▲大道町内会
　（7月11日）

▲釡利谷・宿町内会
　（7月18日）

▲夏山町内会・ミニ縁日
　（7月19日）

市政の充実へ政策研究、現場調査に全力！

　7月6日、えひめ地域活力創造センター（愛媛県松山市）を訪問し、移住交流促進、地
域活性化促進、人材育成促進事業の取組や課題を聴取。７日は徳島県神山町の先駆的
な取組を視察。アーティストの滞在型創作支援による関係人口づくり、光回線の敷設に
よる在宅・サテライト勤務需要の掘り起こし、起業家を育てる高専の設立など、若者や
創造的な人材を集め、一次産業のみに頼らない、多様な働き方が可能なビジネスの場
を創出する取組など、過疎課題により鋭く直面する自治体の試行錯誤から有意義な学
びがあります。

人口減少時代の地域コミュニティ活性化を模索

　横浜市ではデリバリー弁当型の給食が基本ですが、中高一
貫の義務教育学校など数校では自校調理の給食を提供してい
ます。6月23日に自校調理を行う緑園学園を訪問し、配膳や喫
食の様子を視察。デリバリー弁当型と変わらない、ヘルシーで
美味しい給食で、生徒にも好評です。

より魅力的な中学校給食の模索へ

　7月2日、公明党市議団で会場建設地を視察。多様な企業・自治
体をはじめ70を越える国や国際機関からの出展も決まり、上瀬
谷の豊かな自然環境を活かした工事が急ピッチで進んでいます。

GREEN×EXPO開幕まで約８か月！２０２７年３月１９日 開幕

金沢区に夏が来た！
　7月11日には海の公園で海開き式を挙行。厳しい暑さが
続いていますが、週末ごとに各地で神輿巡行、夏祭りが行わ
れており、私も皆さまとの交流を楽しんでいます。多面的に災害に備える

　7月4日、金沢区自助連絡協
議会が「みんなのひなん」を開
催。ペットとの避難、防災食の啓
発のほか、妊婦や高齢者、白杖、
車椅子など、実際に体験するこ
とで当事者に必要な配慮など
新たな気づきがある、貴重な機
会でした。


